
　社会福祉法人 高水福祉会は昭和 55 年に設立した旧 
長峯学園からスタートをいたしました。ここが我々の
原点です。以来、38 年。北信広域 6 市町村の強力なご
支援や地域の皆様からの多大なるご協力を賜り、今日
に至っております。
　当法人は、北信広域で暮らす障がいのある方たちと
その家族が、この地域で生まれ暮らして幸せであった
と実感できる人生を送って頂くために、存在します。
私たちは、その理念を常に忘れることなく、この地域
で求められている役割・果たすべき責務を確認し、目
的を見失うことなく日々の実践に励んでおります。
　また、職員一人ひとりが障害福祉事業に携わる専門
家として、全国的にも通用する知識・見識・能力を身
に付けていく努力を怠ることなく、日々研鑽に励んで
おります。
　そして、地域における様々な関係機関との連携を強
固にし、時代と共に変化するニーズを掴みつつ、障が
いのある方が北信広域で幸せに暮らすことのできる事
業を展開し、それを通しての地域づくりに取り組んで
参ります。
　社会福祉法人高水福祉会では、一緒に働く仲間を募
集しています。詳しくはハローワークをご利用いただ
くか、お問い合わせください。

☎ 81-2771（総務部 労務担当）
e-mail: entry@ko-sui.net
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【お問合わせ】
飯山市美術館☎ 62－ 1501
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　飯山市出身の日本画家・宮澤鈇
夫（1989 ～ 1966）の作品（軸装）
です。
　宮澤鈇夫は長野県内の風景を好
んで数多く描いたと言われていま
す。市美術館で収蔵している作品
は現在７点のみですが、美しい色
彩と精緻な筆致で描かれた本作も
宮澤鈇夫らしさにあふれた一点で
す。

「上高地ノ図」宮澤鈇夫

常設展示からこの１点

（左）うさぎのチョコビを抱いた月美さん  
（右）兄の煌河（こうが）くん

社会福祉法人 高水福祉会

常岩の里ながみね


